










































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
マージソートは分割統治法に基づき、データの初期配列状態に関わらず最悪・平均・最良
のいずれの場合でも計算量は常にO(n log n)となる。

●問題Ⅲ-2
正解は④
CVSS（共通脆弱性評価システム）は、情報システムの脆弱性の深刻度を同一の基準で定量
的に評価・スコア付けするオープンで包括的な手法である。

●問題Ⅲ-3
正解は①
出現確率の低い記号から順に結合してハフマン木を構成すると、Dが1ビット、Bが2ビッ
ト、Aが3ビット、CとEが4ビットの符号長に割り当てられる。

●問題Ⅲ-4
正解は③
プッシュダウン・オートマトンは、有限オートマトンにLIFO動作のスタックメモリとスタ
ック操作機構を追加した計算モデルである。

●問題Ⅲ-5
正解は③
左側の枝を優先して探索すると、深さ優先探索では14番目にGへ到達する。幅優先探索で
は同一階層を順に探索して11番目に到達する。

●問題Ⅲ-6
正解は①
変数bitは1を3ビット左シフトした値（00001000）である。最上位ビットから順にマスク
してビット判定を行うため、00001000が出力される。

●問題Ⅲ-7
正解は②
親クラスの属性や操作を引き継ぐのが継承、データと処理を一体化するのがカプセル化、
同一メソッド名で異なる振る舞いをするのがポリモーフィズムである。

●問題Ⅲ-8
正解は④
変更前の平均アクセス時間は40nsである。主記憶が180nsのとき、平均時間を維持するた
めのキャッシュ時間は5nsとなり、20nsから4.0倍の高速化を要する。

●問題Ⅲ-9
正解は③
SRAM型FPGAは、基本論理ブロックにルックアップテーブル（LUT）を用い、SRAMに書き込
んだ真理値データに基づいて任意の論理関数を実現する。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
ディープラーニングの計算では、倍精度等の高精度演算は不要であり、処理速度向上や省
メモリ化のため半精度（FP16）やINT8等の低精度演算が多用される。

●問題Ⅲ-11
正解は①
実環境の走行状況は極めて複雑で考え得るすべてのルールを網羅的に搭載することは不可
能であり、センサ情報に基づく統計的推論や機械学習が活用される。

●問題Ⅲ-12



正解は④
コンテナ技術はホストOSのカーネルを複数のコンテナで共有・分離して動作するため、ホ
ストOSと異なるカーネルを動かすことはできない。

●問題Ⅲ-13
正解は④
標本化定理より、サンプリング周波数が信号の最高周波数の2倍を超える（信号の周期が
標本化間隔の2倍より大きい）とき、元の信号を一意に復元できる。

●問題Ⅲ-14
正解は④
排他的論理和（XOR）は、aとbの一方のみが真のときに真となる。論理積・論理和・否定
の組み合わせとして(a∩b_bar)∪(a_bar∩b)と表される。

●問題Ⅲ-15
正解は③
制御フローグラフのノード数Nは9、エッジ数Eは10である。公式M = E - N + 2PにP=1を代
入すると、循環的複雑度Mは10 - 9 + 2 = 3となる。

●問題Ⅲ-16
正解は①
投入金額や残高が商品の価格以上（残高≧価格）のときに販売ランプが点灯して「販売
可」へ遷移し、価格未満（残高＜価格）のときに「販売不可」へ遷移する。

●問題Ⅲ-17
正解は④
各経路の所要日数はB-C-Gが19日、A-E-Gが19日、A-D-F-Gが21日となる。したがって最長
経路であるクリティカルパスの日数は21日である。

●問題Ⅲ-18
正解は①
テスト消化が順調に進みバグ検出数が少ない場合、テストケースの欠陥検出能力が十分高
いと確認・判断できれば、品質良好としてテストを継続できる。

●問題Ⅲ-19
正解は①
フェールセーフとは、システムに故障や障害が発生した際に、あらかじめ定めた安全な状
態へと制御・誘導して事故や被害を防止する設計思想である。

●問題Ⅲ-20
正解は③
関数の引数に特定モジュールの独自構造体を受け渡さず、必要な基本データ型（int等）
のみを渡す形式に変更することで、モジュール間の結合度を弱めることができる。

●問題Ⅲ-21
正解は②
左側の分岐を通るテストケースで左の命令文を実行し、右側の分岐で条件を満たして右側
のすべての命令文を実行することで、最小2ケースで命令網羅率100%となる。

●問題Ⅲ-22
正解は④
組織成熟度の達成レベル（プロセス成熟度）は、工数算出式の指数を決める「規模要因（
スケールファクタ）」に分類され、コスト要因ではない。

●問題Ⅲ-23
正解は②
PMBOKにおけるプロジェクトマネジメントの5つのプロセス群は、「立上げ」「計画」「実
行」「監視・コントロール」「終結」から構成される。



●問題Ⅲ-24
正解は④
グラフは初期に指数関数的に成長し後半に飽和するS字成長を示す。自己強化ループ（R）
による成長と、資源制約によるバランスループ（B）の組み合わせである④が適合する。

●問題Ⅲ-25
正解は④
ERP（企業資源計画）は、会計・人事・生産・販売・在庫などの基幹業務を一元的に管理
し、企業全体の経営資源の最適配置と迅速な意思決定を支援するシステムである。

●問題Ⅲ-26
正解は②
注文と注文明細の間が多重度1..*のコンポジションであり、注文明細が商品を参照してい
るため、すべての注文は1つ以上の商品と関連付けられる。

●問題Ⅲ-27
正解は②
第3正規形では、第2正規形の条件を満たした上で、主キー以外の非キー属性が他の非キー
属性に関数従属する「推移的関数従属」を排除することが要求される。

●問題Ⅲ-28
正解は①
ロールバックとは、トランザクションの処理途中で障害等が発生した際に、更新前ログを
用いて変更操作を取り消し、トランザクション開始前の状態に復旧する処理である。

●問題Ⅲ-29
正解は④
マルチパスTCP（MPTCP）は従来のTCPソケットインターフェースとの後方互換性を保持し
ており、既存のアプリケーションを変更せずに利用可能である。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤
IPv6アドレスでは、連続する値が0のフィールド群を「::」を用いて1回に限り省略でき
る。⑤は構文規則を満たす正しい省略表記である。

●問題Ⅲ-31
正解は③
プレフィックス長/20のサブネット範囲は10.0.144.0から10.0.159.255までである。末尾
のブロードキャストを除いた最大ホストアドレスは10.0.159.254となる。

●問題Ⅲ-32
正解は③
NIST SP800-63B等の最新ガイドラインでは、利用者が安易な文字列を設定する原因となる
ため、漏洩時を除きパスワードの定期変更を要求すべきではないとされる。

●問題Ⅲ-33
正解は①
リバースプロキシはWebサーバ群の前段に設置され、クライアントからのリクエストを中
継・分散してWebサーバへ転送し、負荷分散やセキュリティ向上を図る。

●問題Ⅲ-34
正解は④
インターネット公開用のWebサーバをDMZに配置し、機密データを保持するDBサーバを直接
通信が遮断された安全な内部ネットワークに配置して多層防御を構築する。

●問題Ⅲ-35
正解は②



Secure属性が設定されたCookieは、通信経路が暗号化されたHTTPS接続時のみブラウザか
ら送信され、平文のHTTP通信による盗聴リスクを防止する。




